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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 40,047 ― 2,106 ― 1,703 ― 608 ―
20年3月期第3四半期 41,707 9.1 3,755 39.2 3,364 40.1 1,641 12.5

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期純利
益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 9.09 ―
20年3月期第3四半期 24.51 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 60,036 12,297 19.7 176.76
20年3月期 60,368 12,951 20.7 186.98

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  11,833百万円 20年3月期  12,518百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
21年3月期 ― 0.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 0.00 0.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,500 △10.4 1,900 △59.2 1,400 △65.3 100 △94.8 1.49

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成20年11月10日発表の通期連結業績予想を修正しております。 
２．本資料に掲載している業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記予想に関する事項は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご参
照ください。 
３．当連結会計年度より、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準代12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  66,990,298株 20年3月期  66,990,298株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  43,475株 20年3月期  36,129株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  66,950,622株 20年3月期第3四半期  66,958,699株
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【定性的情報・財務諸表等】 
 
１．連結経営成績に関する定性的情報 
  当第３四半期連結累計期間における経済環境は、国内では、個人消費の減少や輸出の減速に伴う生産・雇用

調整により、下期に入り景気は急激に悪化しました。また、海外においても、世界的な金融危機が既に景気後

退が始まっていた欧米経済をさらに悪化させ、それが中国などの新興国にも波及するなど、世界同時不況の様

相が一段と高まりました。 

当社グループを取り巻く環境は、化学業界や電子部品業界においては、原材料価格の急激な変動並びに円高

の影響を受け厳しい状況で推移しました。また、建設・建材関連業界においても、住宅着工の低迷や公共投資

の抑制に加え資材価格の高騰もあり、依然厳しい状況が続きました。 

  このような状況のもと、当社グループはお客様満足度の向上を図り、積極的な事業活動を推進するとともに、

グループを挙げてコストダウン活動と在庫削減活動を継続し、業績の向上に努めてまいりました。 

  この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は 400 億 4 千 7 百万円（前年同期比 4.0％減）、営業

利益は 21 億 6 百万円（前年同期比 43.9％減）となりました。また、経常利益は 17 億 3 百万円（前年同期比 49.4％

減）、四半期純利益は 6 億 8 百万円（前年同期比 62.9％減）となりました。 

  なお、前年同期比については参考として記載しております。 

 

  事業の種類別セグメントの概況は、次のとおりであります。 

（化成品関連製品事業） 

  当該事業の主な取扱製品は、ファインケミカル製品、フィルム・シート製品（マーキングフィルム、ステッ

カー、再帰反射シート、包装用フィルム）、メラミン樹脂、接着製品などであります。 

  このうち、ファインケミカル製品は医薬品向けが好調に推移し、前年同期比増収となりました。マーキング

フィルムは前年同期比減収となりましたが、ステッカーは前年同期比増収となりました。再帰反射シートは為

替の影響もあり、前年同期比大幅な減収となりました。包装用フィルムは中国での販売が堅調に推移し、前年

同期比増収となりました。メラミン樹脂関連製品は前年同期比減収となりました。接着関連製品は光学関連分

野向けが好調に推移し、前年同期比増収となりました。 

  以上により、化成品関連製品事業の売上高は 238 億 6 千 9 百万円、営業利益は 16 億 1 千 4 百万円となりま

した。 

 

（電子材料製品事業） 

  当該事業の主な取扱製品は、セラミック基板、厚膜印刷製品、プリント配線板などであります。 

  このうち、セラミック基板は家電向けが下期に入り低調に推移し、前年同期比減収となりました。プリント

配線板は液晶関連向けが振るわず、前年同期比大幅な減収となりました。 

  以上により、電子材料製品事業の売上高は 71 億 7 千万円、営業利益は 7 千 3 百万円となりました。 
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（建設・建材関連事業） 

  当該事業の主な事業内容は、産業プラントの設計・施工、住宅用アルミ建材の販売などであります。 

  このうち、産業プラントの設計・施工分野は、受注は堅調に推移しましたが、工事の完工高が少なく、前年

同期比減収となりました。住宅用アルミ建材は住宅着工戸数の減少もあり振るわず、前年同期比減収となりま

した。 

  以上により、建設・建材関連事業の売上高は 90 億 7 百万円、営業利益は 4 億 6 千 5 百万円となりました。 

 

  所在地別セグメントの概況は、次のとおりであります。 

（日本） 

  プリント配線板並びに建設・建材関連事業の販売が減少し、売上高は 302 億 6 千 5 百万円、営業利益は 11

億 2 千 4 百万円となりました。 

 

（アジア） 

 中国における包装用フィルムが好調に推移し、売上高は 46 億 3 千 2 百万円、営業利益は 9 億 3 百万円となり

ました。 

 

（その他の地域） 

  米国における再帰反射シートなどの販売が減少し、売上高は 51 億 4 千 9 百万円、営業損失 5 千 8 百万円とな

りました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 
  ①資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前期末比 3 億 3 千 1 百万円減少し、600 億 3 千 6 百万

円となりました。 

このうち、流動資産は、現金及び預金は減少しましたが、たな卸資産が増加したことなどにより、前期

末比 5 億 7 百万円増加し、271 億 7 千 1 百万円となりました。固定資産は、投資有価証券の時価が下落し

投資その他の資産が減少したことなどにより、前期末比 8 億 3 千 9 百万円減少し、328 億 6 千 5 百万円と

なりました。 

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前期末比 3 億 2 千 2 百万円増加し、477 億 3 千 8 百万円

となりました。 

このうち、流動負債は、法人税等の支出により未払法人税等は減少しましたが、支払手形及び買掛金が

増加したことなどにより、前期末比 3 億 2 千 9 百万円増加し、325 億 8 百万円となりました。固定負債は、

前期末並みで推移し、152 億 3 千万円となりました。 

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、利益剰余金は増加しましたが、円高に伴い為替換算調整勘定

が減少したことなどにより、前期末比 6 億 5 千 3 百万円減少し、122 億 9 千 7 百万円となりました。この

結果、自己資本比率は前連結会計年度末の 20.7％から 1.0 ポイント悪化し、19.7％となりました。 
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  ②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益

などの内部留保が減少したこと並びに法人税等の支払が増加したことなどにより、16 億 2 千 2 百万円の収

入にとどまりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、主として設備投資による有形固定資産の取

得により、16 億 9 百万円の支出となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済等に

より、3 億 1 千 7 百万円の支出となりました。この結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び

現金同等物は、前期末比 4 億 2 千 9 百万円減少して 33 億 3 百万円となりました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 
  通期の連結業績予想につきましては、世界的な景気後退による大幅な需要の減退や為替相場の急激な変動を

受け、当社グループにおける事業環境は一層厳しくなることが想定されます。 

このような現状認識を踏まえ、平成 20 年 11 月 10 日に公表いたしました平成 21 年３月期の連結業績予想を

以下のとおり修正しております。 

 

平成21年３月期 通期連結業績予想数値(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日) 

  （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前回発表予想(Ａ) 
（平成20年11月10日発表） 

53,000 3,300 2,600 1,400 20円91銭

今回修正予想(Ｂ) 50,500 1,900 1,400 100 1円49銭

増減額(Ｂ－Ａ) △ 2,500 △ 1,400 △ 1,200 △ 1,300 ―

増減率(％) △ 4.7 △ 42.4 △ 46.2 △ 92.9 ―

前期(平成20年３月期)実績 56,334 4,651 4,035 1,914 28円59銭

 
４．その他 
 (1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 
 (2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 （簡便な会計処理） 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 一部の連結子会社については、当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算

定しております。 

- 4 -

日本カーバイド工業㈱(4064)平成21年3月期第3四半期決算短信



②棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末又は第２

四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目について重要でないものを省

略する方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

 （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

税金費用の計算 

 一部の連結子会社については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

 (3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①「四半期財務諸表に関する会計基準」の適用 

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結財

務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用 

 通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、主として月次移動平均法による原価法によってお

りましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号）を適

用し、主として月次移動平均法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しておりま

す。これに伴い、従来の方法によった場合に比べ、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が 5

千 6 百万円それぞれ減少しております。 

③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第 18 号）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。これに伴い、当第３四半期連

結累計期間期首の利益剰余金が 3 千 7 百万円減少しております。また、少数株主に帰属する部分については

少数株主持分の調整を行っております。なお、損益への影響は軽微であります。 
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④「リース取引に関する会計基準」の適用 

 所有権移転外ファイナンス･リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第 13 号）及び「リース取引に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 16 号）が平成 20 年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半

期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの

会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、リース資産の減価償却の方

法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。なお、損益への影響は軽

微であります。 

 

 (4) 追加情報 

有形固定資産の耐用年数の変更 

当社及び一部の連結子会社の機械装置について、平成 20 年度の法人税法の改正による法定耐用年数の変更

に伴い、第１四半期連結会計期間より耐用年数の変更を行っております。なお、この変更による損益への影

響は軽微であります。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,482 3,847

受取手形及び売掛金 12,205 12,290

商品及び製品 5,699 5,346

仕掛品 2,543 1,909

原材料及び貯蔵品 1,719 1,743

その他 1,605 1,638

貸倒引当金 △85 △113

流動資産合計 27,171 26,663

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 6,080 6,253

土地 15,168 15,245

その他（純額） 7,204 7,102

有形固定資産合計 28,453 28,601

無形固定資産 495 516

投資その他の資産   

その他 4,546 5,208

貸倒引当金 △630 △622

投資その他の資産合計 3,916 4,586

固定資産合計 32,865 33,704

資産合計 60,036 60,368
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,424 11,812

短期借入金 15,476 15,507

1年内償還予定の社債 200 400

未払法人税等 116 1,115

賞与引当金 573 491

その他 3,716 2,852

流動負債合計 32,508 32,179

固定負債   

社債 750 850

長期借入金 6,825 7,073

退職給付引当金 2,106 1,859

役員退職慰労引当金 166 180

再評価に係る繰延税金負債 4,457 4,457

負ののれん 109 134

その他 814 681

固定負債合計 15,230 15,237

負債合計 47,738 47,416

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,197 6,197

資本剰余金 3,616 3,616

利益剰余金 △3,780 △4,351

自己株式 △7 △6

株主資本合計 6,025 5,455

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △263 198

繰延ヘッジ損益 10 △9

土地再評価差額金 6,396 6,397

為替換算調整勘定 △336 476

評価・換算差額等合計 5,808 7,063

少数株主持分 463 432

純資産合計 12,297 12,951

負債純資産合計 60,036 60,368
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 40,047

売上原価 30,220

売上総利益 9,826

販売費及び一般管理費 7,719

営業利益 2,106

営業外収益  

受取利息 56

受取配当金 39

受取賃貸料 66

その他 108

営業外収益合計 271

営業外費用  

支払利息 437

その他 237

営業外費用合計 674

経常利益 1,703

特別利益  

固定資産売却益 72

貸倒引当金戻入額 13

その他 1

特別利益合計 87

特別損失  

固定資産売却損 7

固定資産除却損 151

投資有価証券売却損 64

投資有価証券評価損 11

減損損失 7

その他 4

特別損失合計 246

税金等調整前四半期純利益 1,544

法人税、住民税及び事業税 406

法人税等調整額 421

法人税等合計 828

少数株主利益 107

四半期純利益 608
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 1,544

減価償却費 1,834

減損損失 7

のれん償却額 △24

退職給付引当金の増減額（△は減少） 187

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △13

賞与引当金の増減額（△は減少） 85

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11

受取利息及び受取配当金 △96

支払利息 437

固定資産除却損 151

固定資産売却損益（△は益） △65

投資有価証券評価損益（△は益） 11

投資有価証券売却損益（△は益） 62

売上債権の増減額（△は増加） △411

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,443

仕入債務の増減額（△は減少） 1,038

その他 37

小計 3,333

利息及び配当金の受取額 106

利息の支払額 △428

法人税等の支払額 △1,388

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,622

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △1,539

有形固定資産の売却による収入 104

投資有価証券の取得による支出 △112

投資有価証券の売却による収入 52

貸付けによる支出 △60

貸付金の回収による収入 16

その他 △69

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,609
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（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 5,224

短期借入金の返済による支出 △4,582

長期借入れによる収入 2,110

長期借入金の返済による支出 △2,678

社債の償還による支出 △300

その他 △92

財務活動によるキャッシュ・フロー △317

現金及び現金同等物に係る換算差額 △124

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △429

現金及び現金同等物の期首残高 3,732

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,303
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  当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸

表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

 (4) 継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

 (5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

 

 
化成品 
関連製品 
(百万円) 

電子材料 
製品 

(百万円) 

建設・ 
建材関連 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去 
又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高  

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 

23,869 7,170 9,007 40,047 ― 40,047

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

3 ― 1,462 1,466 (1,466) ―

計 23,873 7,170 10,469 41,513 (1,466) 40,047

営業利益 1,614 73 465 2,152 (46) 2,106

(注) １ 事業区分は、製品の組成並びに事業目的等を勘案して区分しております。 

２ 各事業の主な製品 

(1) 化成品関連製品････ファインケミカル製品、フィルム・シート製品、メラミン樹脂、接着製品他 

(2) 電子材料製品･･････セラミック基板、厚膜印刷製品、プリント配線板他 

(3) 建設・建材関連････産業プラントの設計・施工、住宅用アルミ建材他 

 
 

【所在地別セグメント情報】 

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

 

 
日本 

(百万円) 
アジア 
(百万円) 

その他 
の地域 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去 
又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高  

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 

30,265 4,632 5,149 40,047 ― 40,047

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

4,031 3,199 0 7,230 (7,230) ―

計 34,296 7,831 5,150 47,277 (7,230) 40,047

営業利益(又は営業損失) 1,124 903 (58) 1,969 136 2,106

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア･･･中国、タイ 

(2) その他の地域･･･米国、オランダ 
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【海外売上高】 

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

 

 アジア 欧州 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高(百万円) 7,344 3,992 2,412 13,749

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 40,047

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 18.3 10.0 6.0 34.3

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア･･･中国、タイ 
(2) 欧州･･･フランス、ドイツ、オランダ 
(2) その他の地域･･･米国、その他 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 
 (6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   該当事項はありません。 

 

- 13 -

日本カーバイド工業㈱(4064)平成21年3月期第3四半期決算短信



「参考資料」 
 前年同四半期に係る財務諸表 

  (1) （要約）四半期連結損益計算書 

  

（単位：百万円）

期別

自　平成19年４月 1日

至　平成19年12月31日

科目 金 額

41,707              

30,471              

売上総利益 11,235              

7,479               

営業利益 3,755               

388                 

779                 

経常利益 3,364               

98                  

933                 

2,529               

909                 

△96                

74                  

四半期純利益 1,641               

Ⅳ　営　業　外　収　益

Ⅰ　売　　　上　　　高

Ⅲ　販売費及び一般管理費

Ⅱ　売　　上　　原　　価

少数株主利益

Ⅴ　営　業　外　費　用

Ⅵ　特　別　利　益

法人税、住民税及び事業税

Ⅶ　特　別　損　失

法人税等調整額

税金等調整前四半期純利益

前年同四半期
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  (2) （要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

（単位：百万円）

期別

自 平成19年４月１日
至 平成19年12月31日

科目 金 額

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

1. 税金等調整前四半期純利益 2,529              
2. 減価償却費 1,683              
3. 減損損失 729                
4. 引当金の増加額 76                 
5. 受取利息及び受取配当金 △101              
6. 支払利息 487                
7. 売上債権の増加額 △2,089            
8. たな卸資産の増加額 △411              
9. 仕入債務の増加額 340                
10. その他 521                

小計 3,766              
11. 利息及び配当金の受取額 117                
12. 利息の支払額 △434              
13. 法人税等の支払額 △321              

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,127              

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

1. 有形固定資産の取得による支出 △1,699            
2. 有形固定資産の売却による収入 263                
3. 投資有価証券等の取得による支出 △66               
4. 投資有価証券等の売却による収入 49                 
5. その他 △359              

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,812            

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

1. 短期借入金の純減少額 △1,227            
2. 長期借入による収入 2,870              
3. 長期借入金の返済による支出 △3,735            
4. 社債の発行による収入 393                
5. その他 △73               

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,772            

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 17                 
Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額 △440              
Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 3,823              
Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 3,382            

前年同四半期
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